




















































































































































































































































































































































１４）黒板勝美編『扶桑略記 帝王編年記』新訂増補 國史大系 第１２巻、１９３２、３８頁。
１５）秋里籬島著、竹原春朝齋ほか画『攝津名所圖會』上巻、大日本名所圖會刊行會、１９１９，１７４頁。
１６）同前書、１９０頁。
１７）同前書、１９１頁。
１８）辻善之助『慈善救済史料』金港堂書籍、１９３２、２－３頁。
１９）坂元ほか前掲８書、１６３－１６４頁。
２０）同前。
２１）辻前掲５書、６７頁。
２２）橋川正『日本仏教と社会事業』戦前期社会事業基本文献集 ２９、日本図書センター、１９９６、４頁。
２３）社会事業史としては、初期の橋川による四箇院の記述が以降の四箇院認識の基礎になっているが、
敬田院が寺の本堂であり、本尊安置の霊域である金堂を指すとする認識は妥当とは考えられない。
なぜなら、そもそも「院」とは垣をめぐらせた建物を言い、『扶桑略記』に記述されている敬田院
は東西８町、南北６町と、おそらく当時の寺の境内に相当する広さをもっていたと判断されるから
である。また、江戸時代後期に著された『攝津名所圖會』でも「荒陵山四天王寺敬田院」として寺
全体の説明がなされている。
２４）浅野研眞『日本仏教社会事業史』凡人社、１９３４、６６頁。
２５）辻前掲１８書に所収の絵図「難波悲田院圖」では、１６８７年当時の悲田院が寺の南大門のすぐ南、庚申
堂の東に位置していたことが確認できる（２－３頁）。また、１７９８年刊の『攝津名所圖會』では、寺
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の南大門からかなり離れた場所に「悲田院古跡」として描かれている（１４１頁）。
２６）橋川前掲２２書、７頁および聖戒編、大橋敏雄校注『一遍聖絵』岩波文庫、２０００、２１頁。なお、この
点は本論文の中で引用した秋里前掲１５書の記述の中にもうかがわれる。
２７）兼子恵順によれば、そもそも四天王寺の名称は『金光明経』四天王護国品の経文にあるように、仏
法守護の四天王を国家守護の意図の下に祀る寺を意味したという。兼子恵順「四天王寺撰の聖徳太
子伝について」『四天王寺国際仏教大学紀要』３１・３９、１９９８、３９頁。
２８）橋川前掲２２書、１７－１８頁。
２９）松本文三郎によれば、法興寺はその縁起に「起立寺塔、流通三寶」とあることから、仏教流通の根
本道場として建立されたものであるという。松本文三郎『先徳の奉職』創元社、１９４４、３７頁。
３０）守屋茂『日本社会福祉思想史の研究』同朋舎出版、１９８５、７７頁。
３１）同前。なお、他の社会事業史研究者は敬田院と他の三院との関係について縁起史料に記述されてい
る以上の明確な解釈を述べていない。
３２）松本によれば、この４類別とは①僧侶の止宿所兼布教の道場として、②仏像安置の場所として、③
先祖の供養として、④国祚の永隆および民衆の安寧祈願として、である。松本前掲２９書、３４頁。
３３）守屋前掲３０書、７７頁。
３４）坂本幸男・岩本裕訳注『法華経』上、岩波書店、１９６２、１０６頁。
３５）太子は『法華義疏』において、本経の経文以上に一乗を強調している。それは、守屋が「法華一乗
の義を解明することこそ、太子製疏の本懐」であると指摘していることからも納得される。守屋前
掲３０書、１１４頁。
３６）花山信勝校訳『法華義疏』下、岩波文庫、２００７、９－１０頁。
３７）辻善之助「社会事業と仏教」笠森傳繁編『財団法人啓明会第六十五回講演集』北隆館、１９３６、５頁。
３８）家永三郎・藤枝晃・早島鏡正・築島裕校注『聖徳太子集』日本思想体系２、岩波書店、１９７５、１３７
－１３９頁。
３９）太子は『勝鬘経義疏』の中で、「捨身」と「捨命」との差は「心もち」の違いにあると述べている。
同上書、１３９頁。
４０）花山前掲３６書、１７９頁。
４１）同前書、１７９－１８０頁および４０６頁。なお、同疏によれば『義記』には一に知恵行、二に説法行、三
に離過行、四に慈悲行と注釈されているという。
４２）守屋茂「聖徳太子の社会事業の特質について」『聖徳太子論集』平楽寺書店、１９７１、５６７－５６８頁。
４３）守屋は後年に上梓した前掲著書において、別項を設けて太子思想の立場からではあるが「人法相即」
の衆生観をまとめている。そこではまた、太子の衆生観の妥当性について「法は人によって客観的
に具体化されなければ法の生命はなく、人は法によって立たなければその霊性を発揮することは出
来ない。人として存在意義を認めるためには、善人にしろ悪人にしろ、摂受正法の必然性を信ずる
聖徳太子の福祉思想
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ことによって、初めて高次の認識の下にたつ、衆生が確認されることになる」と、必ずしも四箇院
に限定してはいないが太子の衆生主体の思想を示唆する主張を述べている。
４４）家永ほか前掲３８書、１３３頁。
４５）吉田ほか前掲３書、２６頁。
４６）同前書、２３頁。
４７）「世間虚仮 唯仏是真」の典拠は、『上宮聖徳法王帝説』である。家永ほか前掲３８書、３７０頁参照。
４８）同前書、４２２頁。
４９）吉田ほか前掲３書、２３頁。
５０）「世間虚仮」と関連づけてはいないが、「仏土」の思想については守屋が著書の中で太子の「社会
福祉思想の根本」の項を設けて取り上げている。守屋前掲３０書、１１４－１１５頁。
５１）四天王寺勧学院編『四天王寺會本 維摩経義疏 乾巻』四天王寺、１９７６、４５頁。
５２）太子建立の他の寺院に同様な社会救済施設が存在したかどうかは定かではない。しかし、橋川は当
時の法隆寺にも悲田院が置かれていた可能性を指摘している。橋川前掲２２書、１４－１５頁。なお、後
の時代に寺院の付帯施設として療病院等の救済施設が置かれたことは周知の事実である。
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